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　　　●みんなのひろば………・
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　　　●交通災害共済にご加入を・

　　　●春の全国火災予防運動・・…
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昭和59年2月5日（2）広報こうなん

2月16日

　　　　　～

　　　3月15日

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ

く
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
五
十
八
年
度
分
の
所

得
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
整
理
記
帳
な
ど
十
分
な
用

意
が
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
申
告
時
に
誤
り

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
申
告
の
時
期
は
、
二
且
十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日

ま
で
で
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
、
相
談
会

場
が
大
変
混
雑
い
た
し
ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
定
め

ら
れ
た
日
時
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
以
前
で
も
税
務
署
で
還
付
の
申
告
を

所
得
税
の
確
定
申
告

　
例
年
の
よ
う
に
税
務
署
か
ら
申
告
書

が
送
ら
れ
ま
す
が
、
村
で
行
う
相
談
に

該
当
さ
れ
る
方
以
外
は
相
談
日
及
び
会

場
が
入
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　
ハ
ガ
キ
で
相
談
日
の
日
程
等
申
告
の

案
内
が
ま
い
り
ま
す
の
で
ハ
こ
の
日
程

に
よ
り
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
申
告
書
用
紙
が
送
ら
れ
て
い

な
い
方
に
は
、
税
務
署
や
役
場
税
務
課

に
申
告
用
紙
や
「
申
告
書
の
書
き
方
」

な
ど
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
還
付
申
告

　
年
末
調
整
の
済
ん
だ
給
与
所
得
者
で
、

住
宅
取
得
控
除
・
医
療
費
控
除
・
雑
損

控
除
等
が
該
当
す
る
方
は
、
二
月
十
五

　
　
　
　
卜

○
じ

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
早
く
申
告
す

れ
ば
早
く
還
付
さ
れ
ま
す
。

　
村
で
行
う
申
告
相
談

　
農
業
所
得
者
、
農
業
所
得
と
給
与
所

得
合
算
者
及
び
小
額
営
庶
業
者
に
つ
い

て
は
、
表
の
日
程
に
よ
り
行
い
ま
す
。

申
告
相
談
に

　
　
持
参
い
た
だ
く
書
類

ω
　
案
内
状
や
同
封
の
申
告
書

㈹
　
給
与
支
払
、
源
泉
徴
収
に
関
す
る

　
帳
簿
や
書
類

⑥
　
収
入
や
所
得
計
算
の
基
と
な
っ
た

　
書
類

5
四
　
生
命
保
険
や
損
害
保
険
な
ど
の
支

　
払
証
明
書

㈲
印
か
ん
．

㈲
　
そ
の
他
機
械
化
集
団
へ
の
支
払
証

　
明
等

◎
村
で
行
う
確
定
申
告
相
談
日
程

月
　
　
　
　
　
日

該
当
者

会
　
　
　
場

二
月
二
＋
日
　
（
月
）

農
業
所
得
者

農
業
・
給
与
の

合
算
所
得
者

役
場
会
議
室

低
（
三
六
二
五
二
一

〃
二
＋
一
日
（
火
）

〃
二
±
百
（
水
）

”
二
‡
百
（
木
）

小
額
営
庶
業
者

懐
時
間
：
－
，
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

じ
○

　

鵬
所
得
税
の
確
定
申
告
は

晦∞∞

正
し
く
お
早
め
に

ぷ

麗
　
　
　
　
　
　
欝

∞∞∞∞

　
　
画
～

　
鯉
　
昭
和
五
十
八
年
分
の
所
得
税
の
確
定

　

㈱
申
告
の
準
備
は
、
も
う
お
済
み
で
し
ょ

鱒鱒
う
か
。
二
月
十
六
日
か
ら
受
付
が
始
ま

鯛
婚
り
ま
す
が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と

鱒㈹
税
務
署
は
大
変
混
雑
し
、
落
つ
い
て
相

　∞∞

相
談
で
き
な
か
っ
た
刀
、
長
時
間
お
待

の

㈹
ち
い
た
だ
く
よ
う
な
こ
と
に
な
り
か
ね

み魯　

ま
せ
ん
の
で
、
確
定
牢
告
は
で
き
る
だ

膚齢
け
お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

麗
　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
『
年
間
の
所

　
鱒
得
を
自
ら
正
し
く
計
算
し
て
申
告
し
、

鱒㈹
納
税
す
る
と
い
う
申
告
納
税
制
度
を
と

タ

駒
　
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
｝
年
間
の
所
得
と

　

鞭
税
額
を
正
確
に
計
算
し
、
正
し
い
申
告

み
鰹
と
納
税
を
さ
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま

鋤
す
．

㈱
申
告
書
を
書
く
と
き
に
は
、
「
申
告

鱒
書
の
書
き
か
た
」
や
「
所
得
税
の
確
定

晦
疇
申
告
の
手
引
き
」
を
参
考
に
し
て
、
申

ゑ

鱒
告
書
の
二
面
か
ら
番
号
順
に
記
入
し
て

　

鱒
　
い
く
と
、
所
得
や
税
額
の
計
算
が
簡
単

ぱ

鱗
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
．
申

鱒
告
書
は
、
正
し
く
自
分
で
書
き
ま
し
ょ

鱒鱒
う
。

㈱



広報こうなん（3）昭和59年2月5日

　
　
　
住
民
税
の
申
告

　
申
告
を
し
て
い
た
だ
く
方
は
、
今
年

の
一
月
一
日
現
在
江
南
村
に
住
所
が
あ

り
、
五
十
八
年
中
に
所
得
の
あ
つ
た
方

で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
方
は
申
告
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
、
給
与
所
得
者
で
他
の
所
得
が
な

く
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
方
。

　
二
、
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方
。

　
　
　
申
告
用
紙
の
配
布

　
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
人
に
は
、
申
告
の
日

　
　
、
時

　
　
　

　
　
後

　
　
午

　
も
～

　
と
時

場
9

会
前偉

　
程

　
日

　
談

　
相◎住民税申告

月
　
　
　
　
日

該
当
地
区

会
　
　
　
　
場

二
月
二
＋
七
日
㈲

須
賀
広
・
野
原

農
　
村
　
セ
　
ン
　
タ
　
ー

　
（
農
協
南
支
所
脇
）

費
（
三
六
）
一
三
〇
四
呼
出

〃
二
＋
八
日
㈹

小
　
江
　
川

〃
二
＋
九
日
㈹

板
　
　
　
井

三
月
一
日
　
㈲

塩
・
柴
・
千
代

三
月
五
日
　
㈲

成
　
　
　
沢

農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　
（
農
協
本
所
裏
）

暦
（
三
六
）
一
八
○
八
呼
出

　
　
　
　
O

〃
六
日
　
　
㈹

三
本
・
上
新
田

〃
七
日
　
㈱

押
　
　
　
切

〃
八
日
　
　
㈲

樋
春
南
北

〃
九
日
　
　
金

御
正
新
田 　

　
　
（
　
、
　
　
　
　
諦

　
　
　
　
　
　
6
　
　
　
　
　
　
諦
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰻

時
場
所
を
記
入
し
た
申
告
書
を
お
送
り
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸

い
た
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
欝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
日
程
は
表
の
と
お
り
で
す
の
で
、
混
鱗

　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

雑
を
さ
け
る
た
め
に
　
な
る
べ
く
指
定
励
頓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燭

日
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
㈹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぱ

　
も
し
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
就

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必

し
た
ら
、
申
告
会
場
へ
お
い
で
い
た
だ
頓
藪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
か
、
税
務
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

持
参
し
て
い
た
だ
く
書
類
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
確
定
申
告
と
同
じ
書
類
が
必
要
で
す
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

の
で
、
前
ぺ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
ざ
諦
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
報

、
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

レ
※
　
以
上
に
つ
い
て
問
合
せ
は
役
場
税
噸

務
課
へ
．
■
　
　
　
　
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瞬

　
　
盈
3
6
ー
一
五
二
一
（
内
線
三
四
）
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噸
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
電

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
頓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
励

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
屯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鄭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸

回
会

4
例

第
定

昭
和
五
十
八
年
度
議
会
第
四
回
定
例

／へ．

（

議
会
だ
よ
り

　
　
補
正
予
算
な
ど
七
議
案
可
決

に
申
告
書
が
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
騰
会
は
、
十
二
月
二
十
二
、
二
十
三
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
日
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
提
出
さ
れ
た
議
案
は
一
般
会
計
補
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
予
算
、
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
融
七
議
案
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫁
決
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
ほ
か
請
願
二
件
、
一
般
質
問
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍼
任
期
満
了
に
よ
る
選
挙
管
理
委
員
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢
同
補
充
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条
例
制
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
江
南
村
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
職
員
の
定
年
を
年
齢
満
六
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
歳
と
し
、
退
職
日
は
定
年
に
達
し
た
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
以
後
に
お
け
る
最
初
の
三
月
三
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤
と
す
乃
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
正
　
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱
れ
九
百
五
十
三
万
四
千
円
を
追
加
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
十
九
億
一
千
八
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
六
十
三
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各
歳
出
別
の
補
正
額
は
次
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
△
印
は
減
額
）

●
総
務
費
…
△
二
百
五
十
九
万
七
千
円

●
民
生
費
…
…
三
百
二
十
二
万
八
千
円

●
衛
生
費
…
一
千
二
百
五
十
五
万
五
千

　
　
　
　
　
円

●
農
林
水
産
業
費
…
△
四
千
四
百
四
十

　
　
　
　
　
五
万
一
千
円

●
土
木
費
…
一
千
百
五
十
万
円

●
教
育
費
…
△
三
百
八
十
五
万
一
千
円

●
災
害
復
旧
費
…
三
百
十
五
万
円

●
諸
支
出
金
…
三
千
万
円

●
国
保
特
別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
面
で
は
、
繰
越
金
に
五
百
十
五

万
円
、
歳
出
面
で
は
保
険
給
付
費
に
五

百
十
万
円
、
諸
支
出
金
に
五
万
円
を
そ

れ
ぞ
れ
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
二
億
五
千
九
百
九
十

一
万
円
と
し
ま
し
た
。

●
老
人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

　
歳
入
面
の
補
正
で
は
、
支
払
基
金
交

付
金
に
一
千
二
百
二
十
九
万
六
千
円
、

国
庫
支
出
金
三
百
五
十
一
万
三
千
円
、

県
支
出
金
八
十
七
万
八
千
円
、
繰
入
金

八
十
八
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
、
歳
出

面
で
は
、
医
療
諸
費
に
一
千
七
百
五
十

六
万
七
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
合

計
を
そ
れ
ぞ
れ
二
億
九
百
九
十
一
万
八

千
円
と
し
ま
し
た
。

●
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

　
支
出
の
う
ち
、
水
道
事
業
費
用
に
六

百
五
十
万
円
を
追
加
し
総
額
で
一
億
七

千
二
百
三
十
四
万
二
千
円
、
内
訳
と
し

て
は
、
営
業
費
用
に
六
百
三
十
万
円
、

営
業
外
費
用
に
二
十
万
円
の
追
加
な
ど

で
す
．

　
ま
た
、
資
本
的
支
出
に
は
三
百
六
十

万
円
の
増
額
補
正
で
合
計
六
千
八
百
五

十
三
万
三
千
円
で
す
．
建
設
改
良
費
に

三
百
六
十
万
円
追
加
し
ま
し
た
。

　
　
そ
　
の
　
ほ
　
か

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
同
補
充

■
員
選
挙

　
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
三
十
一
日
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
し
い
委
員
及
び
補

充
員
を
選
ぶ
選
挙
が
行
わ
れ
、
次
の
方

々
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
　
（
敬
称
略
）

萩駒飯永＿
原井島田委

員
）揖

長
　
押
　
切
一
三
四

虎
芳
板
井
六
五
五

利
次
　
小
江
川
一
五
六
九

貞
明
成
沢
六
一
九
－
一

（
補
充
員
）

持
田
　
良
作
　
樋
　
春
五
四
五

笠
原
満
　
　
野
原
七
四

舟
橋
　
貞
助
　
御
正
新
田
二
三
二
－
一

長
谷
川
高
雄
　
三
　
本
一
八
九
一

　
な
お
、
一
月
六
日
の
選
挙
管
理
委
員

会
で
、
委
員
長
と
委
員
長
代
理
が
次
の

よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
Q

　
委
員
長
　
永
田
　
揖
長

　
同
代
理
　
飯
島
　
虎
芳
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節水1二

ご協力を

　
今
年
の
冬
は
例
年
に
な
く
寒
さ
が
厳

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
特
に

凍
結
に
よ
り
破
裂
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
各
ご
家
庭
で
も
十
分
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
本
村
の
水
源
も
、
十
一
月
上

句
か
ら
の
雨
不
足
の
た
め
、
各
水
源
の

水
位
も
非
常
に
低
下
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
ひ
ね
っ
て
ひ
と
工
夫

　
い
つ
で
も
使
い
た
い
だ
け
水
が
あ
る

私
た
ち
の
暮
ら
し
。
水
は
、
う
る
お
い

の
あ
る
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
け
れ

ど
も
水
は
限
り
あ
る
貴
重
な
資
源
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で

も
っ
と
上
手
に
使
う
知
恵
、
毎
日
の
暮

ら
し
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
O
歯
み
が
き
は
コ
ッ
プ
で

　
○
洗
濯
は
、
た
め
て
す
す
い
で

　
O
洗
車
は
バ
ケ
ツ
で

　
○
こ
ま
め
に
開
け
閉
め

　
○
お
風
呂
の
水
は
再
利
用

水
道
管
は

　
　
や
さ
し
く
あ
つ
か
っ
て

　
毎
年
冬
に
な
る
と
、
水
道
が
凍
っ
た

り
、
破
裂
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
水
道
管
に
は
布
等
を
巻
い
て
保
温

し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
し
凍
っ
て
も
急
に
熱
湯
を
か
け
た

り
ぜ
ず
、
や
さ
し
く
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
ら
。

　
ま
た
、
水
道
の
使
用
料
が
急
に
増
え

た
ら
、
ど
こ
か
で
水
が
漏
れ
て
い
る
証

　
　
　
　
ノ
一
）

　
　
　
　
又

拠
で
す
。
家
庭
内
、
宅
地
内
の
水
漏
れ

の
場
合
に
は
、
止
水
栓
を
止
め
て
く
だ

さ
い
。

　
さ
ら
に
、
道
路
で
水
が
漏
れ
て
い
る

と
こ
ろ
を
見
か
け
た
場
合
は
、
至
急
水

道
課
ま
た
は
指
定
工
事
店
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

　
▲
村
内
指
定
工
事
店

加　藤　ポ　ン　プ 盈36－0310

笠　　原　　設　　備 岱36－3663

小　林　商　店 費36－1206

松　　本　　設　　備 智36－0569
盈36－5177

光　栄　建　設　㈱ 盈36－1052

よい子の作品
　（文化祭出品作）

嫁
．
舞
牙
霧
、
鍾
涯

灘
・

麗
測

）

）

新井美由紀北小6年

江中2年湯本幸代



広報こうなん（5）

歳末たすけあい募金に

573，122円

ありがとうございました。

　
昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
三
十
一
日
の

『
ヵ
月
間
「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い

正
月
を
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
歳
末
た

す
け
あ
い
運
動
が
実
施
さ
れ
、
総
額
五

十
七
万
三
千
百
二
十
二
円
と
い
う
多
額

の
募
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
善
意
の
募
金
は
、
施
設
へ
入
所

さ
れ
て
い
る
方
、
低
所
得
に
悩
む
世
帯
、

母
子
世
帯
、
老
人
世
帯
の
方
々
等
の
た

め
に
有
効
に
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
（
　
＼
、

　
　
　
　
　
　
　
だ

　
こ
こ
に
募
金
結
果
を
報
告
し
て
、
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
地
区
役
員
さ
ん
や
村

民
の
皆
さ
ん
の
暖
か
い
善
意
に
対
し
、

厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

試千板小野須御樋樋下上上三成戸
験柴塩江賀薪春春押押新　別
場代　井　川原広田南北切切田本沢
　　　　　　　　　　　　　　　　募
　　　　　　　　　　　　　　　　金
　二一三一四二一五一一一一一二七
一一〇一〇八一六六一八三九二八九

二
〇
〇
円

四
〇
〇
円

六
〇
〇
円

O
O
O
円

六
〇
〇
円

二
〇
〇
円

八
○
○
円

八
O
O
円

五
九
〇
円

六
〇
〇
円

八
O
O
円

O
O
O
円

O
O
O
円

○
O
O
円

四
〇
〇
円

O
O
O
円

療
養
所
　
　

三
、
○
O
O
円

　
一
般
受
付

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
部
課
長
会

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
O
O
O
円

ヂ
ー
ゼ
ル
機
器
江
南
工
場
労
働
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
、
O
O
O
円

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
熊
谷
支
部

　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
、
O
O
O
円

野
原
・
水
野
　
光
好
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
一
コ
ニ
円

塩
常
安
寺
檀
信
徒
会

須
賀
広
釈
迦
寺
〃

下
押
切
宝
憧
寺
〃

千
代
普
門
寺
〃

江
南
村
役
場
職
員

　
ま
た
、

か
ら
、

だ
き
、

七
、
一
〇
〇
円

二
一
「
九
〇
〇
円

＝
二
、
五
八
五
円

六
、
七
〇
〇
円

『
六
、
六
三
五
円

　
　
　
　
江
南
村
機
械
化
組
合
協
議
会

　
　
　
も
ち
米
八
俵
半
を
ご
寄
贈
い
た

　
　
　
募
金
と
一
緒
に
恵
ま
れ
な
い
家

庭
や
施
設
に
贈
ら
れ
る
と
と
も
に
、
十

二
月
二
十
日
、
恒
例
の
福
祉
も
ち
つ
き

大
会
を
行
い
ま
し
た
。

昭和59年2月5日

腹
次
す
い
ト
、

f
ン
で
輩
⑰
貝
．
て
、

！
　
　
き
て
く
取

繋嬰
『19，

‘ノブ

．
勇
、

碗
誕

苗
み
た
向
に

λ
ワ
　
　
　
　
　
伽

　
コ
9
ツ
に
！

毛
ぐ
リ
込
ん
で

4ハイ
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’
肪

　
　
〃
書
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、

　
　
　
’
　
　
彦
o

オ
’
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傘
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薩
V

　
　
㊥
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編
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別
■

　
　
　
　
房
、

刻

隆
∠
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繋
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セ
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妻
2
題
睾
書
塁
署
睾
曾
監
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聖
、
蜜
薯
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帥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

崩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

勲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
に
比
べ
て
、
春
一
番
は
、
餌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　即　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葡漏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一賜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8周　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　押　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　餌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　榊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひ岬　　　　　　　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　　　　　幽　　　　　　　　　　　　　　　　融　　　　　　　　　　　　　　　βA　　　　　　　　　　　　　　　㌍　　　　　　　　　　　　　　釦　　　　　　　　　　　　　翻　　　　　　　　　　　　勲　　　　　　　　　　　押　　　　　　　　　　鰍　　　　　　　　　劃　　　　　　　　釦　　　　　　　　伽　　　　　　　酬　　　　　　餌　　　　　釦　　　　押　　　劃　　罪　勲　網勲

　
東
風
（
こ
ち
）
と
い
う
と
、

ま
ず
思
い
出
す
の
は
、
菅
原
道

真
の
「
東
風
吹
か
ば
に
お
ひ
お

こ
せ
よ
梅
の
花
　
あ
る
じ
な
し

と
て
春
な
忘
れ
そ
」
と
い
う
歌

で
、
東
風
は
文
字
ど
お
り
東
か

ら
吹
く
風
で
す
。

風
で
、
漁
師
た
ち
に
恐
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
、
「
東
風

と
一
人
婿
は
た
だ
じ
ゃ
来
ぬ
」

と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
、
東

風
が
雨
や
大
雪
を
も
た
ら
す
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
東
風
ど
関
係
の
あ
り
そ
う
な

言
葉
に
「
馬
耳
東
風
」
が
あ
り

鷺
軽
霧
欄
纒
鞭
謄
難
鞠

に
、
い
わ
ゆ
る
西
高
東
低

の
気
圧
配
置
と
な
り
、
冷

た
い
北
風
や
西
風
が
吹
き

ま
す
。
そ
の
”
極
東
の
王

者
”
と
い
わ
れ
る
大
陸
の

高
気
圧
が
弱
ま
っ
て
く
る

と
、
東
風
が
吹
く
春
が
来
る
わ

け
で
す
。

　
風
の
呼
び
名
に
つ
い
て
は
、

各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
言
い
回
し

が
あ
り
ま
す
が
、
こ
ち
（
東
風
）
、

は
え
（
南
風
）
、
に
し
（
西
風
）
な

ど
は
、
・
か
な
り
全
国
的
に
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
東
風
は
「
大
言
海
」
に
は
”
小

風
（
こ
ち
）
の
儀
。
春
風
の
や

わ
ら
か
な
と
こ
ろ
か
ら
”
と
あ

り
、
そ
よ
そ
よ
と
吹
く
や
わ
ら

　
を
貸
さ
ぬ
こ
と
を
い
っ
た

　
も
の
で
す
。
し
か
し
、
「
馬

　
の
耳
に
風
」
と
い
う
言
い

　
方
も
あ
り
、
「
東
風
」
そ
の

　
も
の
に
意
味
は
な
い
よ
う

　
で
す
。

さ
て
、
二
月
は
受
験
シ
ー
ズ

ン
た
け
な
わ
、
「
東
風
吹
か
ば
」

と
詠
ん
だ
学
間
の
神
様
・
菅
原

道
真
公
を
ま
つ
る
天
満
宮
（
天

神
様
）
は
、
最
後
の
神
顔
み
を

す
る
受
験
生
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

　
語
＼
、
瀞
願
、
、
汐

　
　
　
　
　
ズ
4
　
、
、
＼

　
、
＼
．
　
一
　
　
■
＼
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いち　ぱ　鱗灘

　　　国民年金の保険料を支払った人　i
　　は、自分の分はもちろん、家族の　i
　　分も含めて、保険料の全額が、税　i
　　金の控除対象（総所得額から差し　i
　　引かれます）となセ）ますから、忘i
　　れずに控除の手続きをしましょう。i
　　控除額は次のとおりです。　　　　i
　　　加入者1人につき　　　　　　　1
　　昭和58年1月～3月まで　　　　　1
　　　　月額5，220円
　　昭和58年4月～12月まで　　　　　i
　　　　月額5，830円＼ノ1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
　　　1年間で68，130円　　　　　　　i
　　　付加保険料は、従来どおり月額　i

・
）

，400円、1年間4，800円となン）ます。i

　　　　　　　　　　鮫蹄　　　　　碑

　　　日常生活での困りごとや心配ご　i
　　とでお悩みの方は、毎月第4火曜　i
　　日にご相談に応じております。　　i
　　どうぞお気軽にお出かけください。i

　　■と　き　　　　　　　　　i
　　　2月28日（火）　3月27日（火）　　　　i

　　　午前9時30分～正午
　　■ところ　　　　　　　　　i
　　　江南村母子健康センター　　　　i

　i■とき　　　　　　i
　i　2月10日樹　午後2時45分～3　i
　　　3月6日（殉　時45分　　　　　　1
　：■ところ
　i　村民体育館前庭　　　　　　　　i
　i※　どなたでも無料で借りられ、　i
　l　リクエストもできます。どうぞ　1
＼、ノi　ご利用ください。　　　　　　i

㌔）i　繍無、嚢蝋一懸鱗灘羅．灘騰…一萄　：

　　　　NHK学園では、通信教育の生：
　i徒・受講生を募集しています・　i
　i■高等学校・普通科コース　　　　：
　l　N　H　Kの放送を利用して、働き　i
　lながら高校卒業の資格をとりたい　1

O入学資格
　中学校卒業、卒業見込みまたは　i’

同等以上の学力のある方

O受付期間　3月1日～4月14日
■高等学校・教養コース
　高等学校レベルの知識と教養を　1．

身につけたい方に

O受講資格
　15歳以上の方ならどなたでも　　i

O受付期間　3月1日～4月30日　i
■社会通信講座　　　　　　　　　1
　この講座の利点は、リポートの　i
添削が中心で、だれでも自宅にい　1
ながら都合のよい時間に自分のぺ　i
一スで学べます。　　　　　　　　i

O講座内容　　　　　　　　i
　書道，硬筆，母と子の硬筆，俳　1
句，短歌、古典，文章，絵画，囲　i
碁，簿記，英語，数学，国語の13　i
講座39のコースがあります。　　　i
O受講資格　どなたでも　　　　　i

O受付期間　2月1日～4月20日　i
■案内書希望・問合せ　　　　　　：

　お近くのNHKまたは下記まで、i
ハガキにコース名と氏名、住所、　i

電話番号記入のうえ、ご請求くだ　i
さい。（案内書は無料）、

〒186　東京都国立市富士見台2　i
　　　－36NHK学園CT係　　i
費0425－72－3155　　　　　　　　　　　　　　　i

聖会期　　　　　　　　　i
　2月7日（火）～3月25日（日〉月曜及　1

び祝日の翌日は休館　　　　　　　　1

■会場　　　　　　　　　i
　埼玉県立近代美術館
口観覧料（予定）　　　　　　　　i
　一般300円（200円）　　　　　　i
　大高生200円（150円）　　　　　i
　中小生100円（70円）
　　　（）内は団体20名以上　　　i
■展示部門構成　　　　　　　　　：

　第1部・現代版画の世界一埼玉　i

をめぐって　　　　　　　　i
　第2部・版のコンセプトと応用　i
■出品作家・点数　　　　　　　　i

　第1部：埼玉県在住または出身
の作家約20名，県外からの招待作
家約15名，以上計，約35名の作家
の140点で構成
　第2部：約10名の作家による30
点で構成
■公開座談会一「いま版画は1一」

　3月4日（日）午後1時30分～3時
30分、入場無料・先着順150名
出席予定者・…一池田満寿夫／小倉

忠夫／吉田克郎
■問合せ
　埼玉県立近代美術館

岱0488－24－0111

■と　き

　3月31日仕）午後3時開演
■ところ　埼玉県熊谷会館
■演奏者

指揮尾高忠明
　ピアノ　神野明
楽団NHK交響楽団

■曲　目

　チャイコフスキー・ピアノ協奏
曲第1番変ロ短調、交響曲第6番
ロ短調「悲愴」

口入場料
　S席4，000円、A席3，000円、B
席2，500円

■前売開始日・場所
　2月3日働より熊谷会館、八木
橋、タニタ楽器店ほかで。

■問合せ
　熊谷会館へ
　岱0485－23－2535

健
康
教
室
（
腎
臓
．

尿
の
は
な
し
y
を
開
催

二
月
二
十
三
日
㈱
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遡
．
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嵐

　
腎
臓
は
、
血
液
の
成
分
の
ゆ
が
み
を

調
整
す
る
役
割
を
は
た
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
血
液
が
酸
性
に
傾
い
た
ら

こ
れ
を
な
お
し
た
り
、
水
分
の
量
を
補

正
し
た
り
、
ま
た
老
廃
物
な
ど
血
液
中

に
含
ま
れ
る
不
要
な
も
の
を
と
り
除
く

役
目
を
し
て
い
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
腎
臓
の
働
き
が
低
下
す

る
と
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
糖
尿
病
や

腎
障
害
を
ひ
き
お
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
。　

こ
う
し
た
こ
と
を
防
ぎ
、
健
康
な
毎

日
を
お
く
れ
る
よ
う
、
健
康
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
、
腎
臓
と
尿
に
つ

い
て
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き

　
　
　
二
月
二
十
三
日
（
木
）

　
　
午
後
一
時
三
十
分

■
と
こ
ろ

　
　
村
民
体
育
館

■
内
容

　
　
腎
臓
と
尿
に
つ
い
て
の
講
演
及
び

　
質
疑
応
答
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＼
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用
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の
方
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熊
谷
駅
周
辺
に

　
　
　
　
自
転
車
は
放
置
し
な
い
で
く
だ
さ
い

◎
自
転
車
利
用
者
の
皆
さ
ん
へ

　
熊
谷
市
自
転
車
放
置
防
止
条
例
に
よ

り
、
熊
谷
駅
周
辺
は
、
図
の
よ
う
に
放

置
整
理
区
域
に
な
り
ま
し
た
。
放
置
さ

れ
た
自
転
車
は
撤
去
し
ま
す
の
で
、
民

営
の
駐
車
施
設
や
市
営
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◎
自
転
車
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

熊
谷
駅
の
自
転
車
駐
車
場
を
ご
存
知
・

で
す
か
。
駐
車
料
金
等
は
次
の
と
お
り

で
す
。

一
、
駐
車
料
金
　
別
表
の
と
お
り

二
、
利
用
時
間

　
午
前
六
時
～
午
後
十
時
三
十
分

三
、
利
用
車
種

　
自
転
車
及
び
原
動
機
付
自
転
車

◎
問
合
せ
先

　
熊
谷
市
公
害
安
全
課

　
鱈
二
四
ー
二
一
一
内
線
二
八
五

熱欝．鎌、

　使用

　　区分

種別

月ぎめ（1ヵ月） 日　ぎ　め

（1日1回）学　生 一　般

自転車 1，500円 2，00Q円 1QQ円

原　　付 2，250円 3，000円 150円

■熊谷駅自転車駐車場案内図
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万
一
の
事
故
に
そ
な
え
て

交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

て
い
ま
す
か
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

備
え
、

け
合
お
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
区
長
さ
ん
や
学
校
の
ご
協
力
に
よ
っ

て
申
込
書
を
配
布
し
、
三
月
十
日
か
ら

申
込
み
を
受
付
け
ま
す
。
申
込
ま
れ
る

あ
な
た
は
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し

　
　
　
　
　
も
し
未
加
入
で
し
た
ら

こ
の
制
度
は
、
万
一
の
交
通
事
故
に

　
　
わ
ず
か
な
会
費
で
お
互
い
が
助

㎡
」ノ

巴
琶

場
合
、
一
般
会
員
の
方
は
会
費
を
添
え

区
長
さ
ん
を
通
じ
て
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
　
（
本
年
三
月
に
中
学
校
を
卒
業
す

る
方
は
、
一
般
会
員
に
な
り
ま
す
。
）

　
ま
た
、
中
学
生
以
下
は
、
学
校
で
と

り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方

　
村
内
に
住
ん
で
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
。
あ
る
い
は

外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
方
。

■
会
　
費

　
一
般
会
員
は
年
額
六
百
円
、
中
学
生

以
下
の
会
員
は
年
額
三
百
円
。

■
共
済
の
有
効
期
間

　
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
｝
日

ま
で
の
｝
年
間
。
　
（
途
中
で
も
月
割
会

費
で
加
入
で
き
ま
す
。
）

※
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
転
出
さ
れ
る

　
方
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

■
対
象
と
な
る
交
通
事
故

・
日
本
国
内
の
道
路
上
に
お
け
る
自
動

車
、
単
車
、
自
転
車
ま
た
は
電
車
等
に

乗
っ
て
い
て
、
衝
突
、
接
触
、
転
落
、

転
覆
し
た
事
故
及
び
歩
行
中
こ
れ
ら
の

乗
物
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
れ
た
場

合
。圏

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら

　
交
通
事
故
に
あ
っ
た
場
合
、
治
療
中

で
あ
っ
て
も
す
み
や
か
に
役
場
・
総
務

課
へ
見
舞
金
請
求
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
請
求
に
必
要
な
書
類
は
次
の

と
お
り
で
す
．

一
、
交
通
事
故
証
明
書
、
ま
た
は
交
通

　
事
故
申
立
・
現
認
書

二
、
医
師
の
診
断
書

三
、
会
員
証

四
、
印
か
ん

※
申
請
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま
す
。

　
以
上
く
わ
し
く
は
役
場
・
総
務
課
交

通
災
害
係
ま
で
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二
月
二
十
九
日
～
三
月
十
三
日

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
「
火
事
は
怖
い
」
と
、
た
だ
漫
然
と

考
え
て
い
る
だ
け
で
は
、
火
災
は
防
げ

そ
う
も
に
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
い
う

時
に
、
ど
ん
な
火
災
が
多
い
の
か
、
そ

の
た
め
に
は
ど
ん
な
注
意
が
必
要
か
ー

い
わ
ば
、
火
災
の
”
傾
向
と
対
策
”
を

自
分
な
り
に
整
理
し
て
お
く
と
、
、
予
防

に
対
す
る
気
く
ば
り
も
よ
り
具
体
的
に

な
っ
て
安
全
で
す
。

　
昭
和
五
十
八
年
版
消
防
白
書
に
よ
る

と
、
昭
和
五
十
七
年
中
に
発
生
し
た
火

災
は
、
全
国
で
六
万
五
百
六
十
八
件
。

火
災
に
よ
る
死
者
を
火
災
の
種
類
別
に

み
る
と
、
建
物
火
災
に
よ
る
も
の
が
全

体
の
七
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
木
造
住
宅
で
の
死
者
が
最

も
多
く
、
階
段
別
で
は
一
階
で
の
死
者

が
約
七
割
を
占
め
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、

死
者
を
出
し
た
火
災
に
は
次
の
よ
う
な

特
徴
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
火
事
は

　
　
　
　
　
こ
こ
が
怖
い

〔
2
月
〕
一
年
の
う
ち
で
火
災
に
よ
る

死
者
が
多
い
の
は
』
月
～
三
月
。
五
十

七
年
中
の
死
者
の
う
ち
、
約
四
割
に
当

た
る
人
が
こ
の
期
間
に
命
を
落
と
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
三
か
月
間
で
死

者
が
最
も
多
い
の
は
二
月
で
す
。
寒
い

時
期
は
、
暖
を
と
る
た
め
の
火
気
使
用

が
増
え
ま
す
。
取
り
扱
い
に
は
十
分
注

意
し
た
い
も
の
。

〔
午
前
三
時
〕
時
間
帯
で
は
、
深
夜
か

ら
早
朝
に
か
け
て
の
時
間
に
死
者
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
多
い
の
が
午

前
三
時
台
。
熟
睡
し
て
い
る
か
ら
で
し

ょ
う
が
、
家
庭
で
は
簡
易
型
火
災
警
報

器
を
取
り
付
け
る
な
ど
し
て
、
寝
て
い

る
間
の
出
火
も
感
知
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
も
の
で
す
．

〔
逃
げ
遅
れ
〕
死
亡
原
因
で
一
番
多
い

の
は
や
け
ど
で
五
二
・
四
％
、
次
い
で

一
酸
化
炭
素
中
毒
や
窒
息
の
四
〇
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
死
に
至
っ
た
経
過
を
み
る
と
、

逃
げ
遅
れ
が
、
放
火
自
殺
者
を
除
く
死

者
の
七
〇
・
六
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
魅
げ
遅
れ
の
中
で
も
「
気
づ

　
　
　
、
＼
）

君
）

い
た
と
き
に
は
火
煙
が
回
り
、
逃
げ
道

が
な
か
っ
た
」
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が

最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
お
年
寄
り
や
子
供
〕
放
火
自
殺
者
を

除
く
死
者
の
う
ち
、
五
三
・
七
％
は
高

齢
者
、
乳
幼
児
、
病
人
や
体
の
不
自
由

な
人
で
す
。
お
年
寄
り
や
子
供
な
ど
の

避
難
場
所
や
避
難
経
路
を
日
ご
ろ
か
ら

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
火
災
に
命
を
奪
わ
れ
な
い
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
．
傾
向
”
に
十
分
注
意
し
、

予
防
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

消防署への通報は
　　　　　落ち着いて正確に

　
火
災
や
事
故
を
発
見
し
た
ら
、
あ
な
た
は
ま
ず
何

を
し
ま
す
か
？
ー
一
年
間
に
火
災
や
救
急
の
た
め

に
出
動
す
る
消
防
用
自
動
車
は
、
全
国
で
延
ベ
ニ
○

○
万
回
以
上
に
も
上
り
ま
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は

一
一
九
番
へ
の
通
報
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
あ
な
た
も
い
つ
か
、
一
一
九
番
へ
通
報
す
る
場
面

に
出
合
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
や
救
急
車
が
一
刻
で
も
早
く

現
場
に
到
着
し
、
効
果
的
な
活
動
を
す
る
た
め
に
は
、

場
所
・
目
標
・
火
災
や
負
傷
者
の
状
況
な
ど
を
「
落

ち
着
い
て
」
　
「
正
確
に
」
通
報
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
．

　
正
確
な
通
報
は
、
素
早
い
消
火
活
動
や
負
傷
者
の

応
急
処
置
、
病
院
へ
の
搬
送
を
円
滑
に
実
施
す
る
た

め
に
不
可
欠
で
す
。
特
に
、
火
災
の
種
類
や
規
模
に

よ
っ
て
必
要
と
な
る
消
防
車
両
の
種
類
、
台
数
な
ど

を
即
時
に
判
断
し
、
的
確
な
出
動
を
行
う
た
め
に
は
、

そ
の
判
断
の
も
と
ど
な
る
あ
な
た
の
正
確
な
通
報
が
、

ぜ
ひ
と
も
必
要
な
の
で
す
。

　
だ
れ
も
が
い
つ
で
も
「
落
ち
着
い
て
」
　
「
正
確
な
」

通
報
が
で
き
る
よ
う
、
家
庭
の
電
話
機
の
そ
ば
に
は

住
所
、
目
標
、
氏
名
、
お
よ
び
電
話
番
号
を
日
ご
ろ

か
ら
備
え
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
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ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の

　
　
　
　
　
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
十
一
月
二
十
八
日
、
埼
玉
銀
行
か
ら

村
内
の
小
中
学
校
へ
、
教
育
教
材
用
の

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
八
本
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
テ
ー
プ
の
内
容
は
、
　
「
ゼ
ロ
の
発

見
」
　
「
関
東
創
成
期
」
と
い
っ
た
も
の

で
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
、
わ
か

り
や
す
い
も
の
で
す
。

　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
　
藏
、
九
灘
琶

押
　
切

　
佐
々
木
歩
美
　
二
男
（
成
　
美
）

樋
　
春

　
櫻
井
　
康
之
　
二
男
（
勝
　
仁
）

成
　
沢

　
広
沢
　
正
登
　
長
男
（
紀
　
夫
）




